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巻頭言 

『世のため人のため』 

 

シビル NPO 連携プラットフォーム 理事 

 山﨑 晶 

 

10 月の総会にて前任の大田からの交代とい

うことで、理事に選任された山﨑晶です。小生、

昭和 33 年 7 月生まれで、大学を卒業し熊谷

組に入社し、現在土木事業本部所属で国内・海

外の営業を担当しています。大田の部下として

土木界のトップの方の謦咳に触れることが多

く、その中で山本代表や CNCP を知り、様々

なご縁を頂くこととなりました。 

小生、土木の道を歩んだのは、子供の頃の家

の庭でのトンネル掘りの楽しさや、映画「黒部

の太陽」を見ての高揚感からだったと思います。

先日、建築界のトップの方と黒四ダムを訪問し

ました。その際、その方から「土木の方は皆、

公共心が強いですね」と言われました。確かに

我々、仕事をするのは家族を養い毎日の生活を

するためですが、その中での誇りや生き甲斐は

金儲けや出世などではなく、いいものが出来

た・世のため人のためにお役に立つ仕事ができ

たということが大きいと思いま

す。その意味で、建築の先生の言わ

れた「公共心」、自らの事としてよ

く理解できます。 

世間が右肩上がりの状況ではな

くなり、土木を取り巻く環境も、維

持更新事業の増大や就業者の減

少、インハウスエンジニアの不足、

地方地域の機能維持等、様々な社

会的な課題が急激に増え、その解

決が必要となっています。CSV を

念頭に立ち上がった「土木と市民

社会をつなぐ事業研究会」は、正に

これを見据えているとお聞きしま

した。企業がその活動の一環とし

て社会的課題解決を図り、その対価として幾ば

くかの利益を頂戴するのは、極めて真っ当なこ

とで今後の時代に必須の活動と思います。

CNCP は中間支援組織であり、各企業や事業

者との関わり方に工夫が必要でしょうが、

CNCP と土木学会の繋がりは極めて深く、こ

の点は各組織との連携の大きなポイントと思

います。事業研究会の活動、先の公共心に繋が

る事項で、大変重要と思います。 

CNCP を拝見していると、様々なフィール

ドでキーマンとして活動している方々を中心

に、世のため人のために実に様々な活動を展開

されていると感じ、頭が下がります。以上のこ

とは皆様方には釈迦に説法でしたでしょうが、

小生も CNCP の実践活動の仲間入りをさせて

頂き、微力でも CNCP の発展に寄与したいと

心しております。どうか宜しくお願い致します。 

 

  
<写真、今秋の黒四ダム> 


